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新任校長・新任教頭の皆様、
ご昇任おめでとうございます。
新任校長・新任教頭の皆様、
ご昇任おめでとうございます。

新採用の教職員の皆様、
ご着任おめでとうございます。
新採用の教職員の皆様、
ご着任おめでとうございます。

当会では、ご昇任、ご着任のお
祝いとしまして「印鑑付ボール
ペン」を贈呈しています。共済
事業（提携保険事業）提携会社
ジブラルタ生命保険㈱ＬＣ（ラ
イフプラン・コンサルタント）
が順次お届けに伺います。是非
ご利用ください。

2014年度教弘担当者をお引受けいただ
き、ありがとうございます。お願いし
たい内容等につきましては、当会参事
が順次学校にお伺いしてご説明させて
いただきますので、よろしくお願いい
たします。ささやかではありますが、
教弘担当者をお引受けいただいたお礼
といたしまして、ボールペンをプレゼ
ントいたします。１年間よろしくお願
いいたします。

新任校長・新任教頭・新採用の
教 職 員 の 皆 様

新任校長・新任教頭・新採用の
教 職 員 の 皆 様

2014年度教弘担当の先生方へ2014年度教弘担当の先生方へ

▲印鑑付ボールペン
　（ボールペンは写真と異なる場合があります。）

教弘担当用ボールペン▲



3.11が問うもの

　４回目の3.11を迎えました。東日本大震災と東電福
島第一原発事故は、私たちに二つのことを突き付けた
ように思います。年度当初に、このことの意味を改め
て考えてみたいと思います。
　一つは、「教育とは何か」という根源的な問いで
す。教育は、子どもたちの命と安全を最優先にするも
のであること、そして、何よりも子どもたちを人間と
して尊重し、助け合いと学びあいを大切にすべきであ
ること、そのために、子どもを中心に大人たちが共同
で取り組んでいくものだということです。
もう一つは、「科学」という冠をつけた「安全神話」
に、国民の多くが何十年も騙されてきたという事実と
｢それは本当か」と「疑う」ということの重要性です｡
　この大きな「問いかけ」にじっくりと向き合おうと
している矢先に、この国のリーダーたちは、小中学校
の道徳を「教科」に格上げし、教科書によって教え評
価するという方針を出してきました。道徳の「教科」
化です。中教審の議論を経て2015年度にも実施の予定

であると伝えられています。これについては、「検定
教科書によって特定の価値観を教え込み評価するもの
だ｣という批判もあります。確かに道徳の授業自体は
有益で必要です。しかし、民主主義の国における道徳
教育というのは、子どもたちに多様な価値観を提供
し、その中から子供たち自身が選択し、考えながら価
値を培っていくというのが本来の姿ではないでしょう
か。それにしても、道徳を正式な教科にして評価の対
象にすると主張する政治家は、本当に「道徳的」な人
たちなのでしょうか、疑問です。3.11が教えてくれた
「疑う」ことが、ここでも頭を擡げてくるのです。
　ところで、昨年、TOKYO-FM「ジブラルタ生命
Heart to Heart ありがとう、先生」チーム作成の
『ありがとう、先生』を県内の全学校に配布しました
ところ、少なからず反響がありました。先日、ある中
学校を訪問した折に、校長先生が、この冊子を持って
きて、「この本はとても役に立っています。校長通信
に使わせてもらっていますよ。意外と好評なんです｡｣
と言われ、校長通信に載せた『ありがとう、先生』か
らの三つの「コトバ」を紹介してくれました。それ
は、「何もしない人は失敗もしません」「知識は荷物
になりません」「あなたたちは歴史の最先端にいる」
という三つの「コトバ」でした。今の子どもたちに
とって何が大切なのかを考えられた実践だと感慨深く
お聞きした次第です。
　
＊『ありがとう、先生』は、「勇気」「元気」「根気」「本気」
「平気」「気付き」の六章の「コトバ」で編集。

公益財団法人日本教育公務員弘済会
長野支部

支部長　皆　川　　宏
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　2014年度教育カレン
ダーを制作しました。昨
年度まではポスタータイ
プ（１枚もの）を地域別
に制作していましたが、
今年度はデザインを一新
しました。
　2014年度は２ヶ月ごと
の壁掛けカレンダーで、
全地域統一デザインに
なっています。信濃教育
会様にご協力いただき、
長野県の児童・生徒の絵
が入ったデザインになっ
ています。長野県内全学
校へ順次お届けしていま
すので、ご利用ください｡

2014年度教育カレンダー贈呈
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北信（飯山・中野）担当

斉 藤  博 夫
中信（大北・松本・諏訪）担当

御 子 柴  英 文
東信担当

藤 林  和 男
南信担当

柏 原 康 久

参　事　ご　紹　介
上記の北信担当参事の交代に伴い、４月より一部担当参事が変更に地域があります。ご挨拶に伺いますので、よろしくお願いいたします。

北信（長野・須高地区）と大北地区担当参事交代のお知らせ
　４月より北信地区担当参事が交代になります。３月まで長野・大北地区を中心に担当しておりました中澤次生参
事は３月末日をもって退職いたしました。担当地区の教職員の皆様、長年にわたり大変お世話になりました。４月
からは、内山浩一参事がお伺いいたします。内山参事は、長野・須高地区を担当します。大北地区は、中信担当の
御子柴英文参事が担当いたします。よろしくお願いいたします。

ごあいさつ
参事　内 山　浩 一

　

　本年４月から、参事を拝命し
た内山浩一です。
　今、様々な意味で教育の課題
が大変多く、教育関係者全体に

とっては厳しい時代なのかもしれないと受け止めて
います。
　そうした中で、日本教育公務員弘済会長野支部で
は、｢奨学事業」「研究助成事業」「教育文化事業｣
「福祉事業」「共済事業」などを推進してきまし
た。
　私事ですが、ここ何年か教育公務員弘済会長野支
部の「奨学金」や「研究論文」の審査委員を務めさ
せていただきました。そして、「奨学金」の貸与や
給付により、進路実現が可能となって夢を達成する
ことのできた生徒の話や、長年こつこつと研究に取
組んだ先生個人や学校が研究助成を受けて、さらに
成果をあげ教育力の向上に結びついたという話を聞
いてきました。
　私も、そうしたことに少しでも貢献することがで
きるよう努力したいと思います。よろしくお願いい
たします。

退任のごあいさつ
中 澤　次 生

　

　この度、３月末日をもちまし
て参事を退任いたしました。職
務を通じて多くの先生方やジブ
ラルタ生命保険㈱、東京海上日

動火災保険㈱の皆様方に大変お世話になりましたこ
と、厚く感謝とお礼を申し上げます。教職を退き６
年間、社会の様々な事象を「家政婦は見た」流に言
いますと、いい体験ができました。私が拝見した各
校の先生方は、各任地にしっかりと身も心も溶け込
み、子供達と融合している美しい姿でした。また、
ジブラルタ生命保険㈱、東京海上日動火災保険㈱の
皆様には、教職員を支えるという使命を強く持ち、
先生方に誠実に対応し、成果を上げている姿に心か
ら敬意を表したいと思います。私がお世話になりま
した総ての皆様、ありがとうございました。健康第
一でご健闘、ご活躍ください。
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★東京海上日動教育振興基金 教育研究助成 受賞★

⑷　公益財団法人日本教育公務員弘済会長野支部 会報

◆学 校 部 門

長野西高等学校中条校
★地域キャンパス校における教育の
活性化～地域との連携を大切にし
た体験的な学習を核にして～

佐久市立泉小学校
★与えられる宿題が、児童自ら考え、求める宿題と
なるための試み～子ども、そして
親の期待に、担任はどうこたえら
れるか～

◆個 人 部 門

大谷公人先生（上田市立第六中学校）
★攻めの学校づくり―地域との協同で学校を再生し
た記録―

小山吉明先生（須坂市立常盤中学校）
★からだとの対話から創作表現、
そして創作ダンスへ

☆飯山市立常盤小学校
≪学校部門≫　奨  励  賞

☆長和町立和田小学校 戸澤明子先生

≪個人部門≫　奨  励  賞

★日教弘教育賞 受賞★

「研究のための研究」から、明日の授業や学校づく
りにつながる、教職員の意識
改革をどう進めたらよいか」

保小中で取り組むメディアコントロール
～人とのつながりや生活習慣
を見直し、心身共に健康な子
どもたちを目指して～

おめでとうございます
　2012年度、当会の教育研究助成事業に応募いただいた研究論文の中から、優秀作品２編を日本教育公務員
弘済会の2013年度「日教弘教育賞」に、４編を東京海上日動教育振興基金の2013年度「教育研究助成事業」
に推薦したところ、全編受賞されました。日教弘、東京海上日動教育振興基金に代わって、当会役員が賞状
と賞金をお届けし、表彰いたしました。受賞論文は、準備が整い次第、当会ホームページにて公開します。
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　本年度の研究論文応募総数は331編（学校研究171編、個人研
究160編）と、昨年より41編（学校研究20編、個人研究21編）
と大幅に増加しました。10年前に比べ応募総数は４倍と増え、
今後も研究論文の応募総数が更に増加することが予想されま
す。
　第一次審査会は平成26年２月３日(月)、６人の審査委員によ
って、午前に学校研究171編、午後に個人研究160編の審査が厳
正に行われ、Ａ評価として学校研究54編、個人研究53編を決定
し二次審査会に送りました。第一次審査では、「研究の内容
が、『研究のテーマ・研究のねらい・研究の経過と内容・研究
のまとめ』の各項目に沿って簡潔に記述されているか｡」「論
旨が明快で筋が通っているか｡」｢実践に裏付けられているか｡｣
「創造的で具体的であるか｡」「研究内容が魅力的であり容易
に活用できるか｡」「表現力が優れているか｡」等の項目を審査
の観点として、331編の研究論文をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階に
評価しました。
　第一次審査を終えた委員からは「ライフワークとしての実践
に裏付けられた研究論文が見られた」という賞賛の声や、「指
導案そのままや研究授業の域を出ない論文もあり研究論文とし
てまとめる工夫が求められる」との指摘もありました。今回の
審査において、応募された論文で選考対象外（学校研究の8.1
％、個人研究の4.6％）という事態が発生しました。申請資格
で「公益・福祉事業一覧」及び募集要項に抵触によるもので
す。「公益・福祉事業一覧」では「他の研究会等や他団体の事
業で発表し、助成を受けた（予定を含む）論文は除く」となっ
ており、募集要項では「学習指導研究の場合の学習指導案や、
他の研究機関へ提出したリポートの写しそのままの提出は審査
の対象とみなさない」とあります。改めて、応募要項の留意事
項に沿った形で教育研究の実践論文を応募するようにしていた
だきたいと思います。
　最後になりますが、今年度より信濃毎日新聞社との共催が実
現し、募集広告の広報活動や教育実践掲載により公的にも広く
周知されるようになり、一層先生方の教育実践が注視されると
言えます。今後、論文応募を教師力向上の場としていただけれ
ばと思います。

　教育研究助成事業の第二次教育研究論文審査会を2014年２月
13日(木)、７人の審査委員全員の出席のもとホテル信濃路で開
催した。第一次審査会を通過した学校研究54編と個人研究53編
の中からそれぞれ７編を「秀」と認定し、他を「優」とした。
審査の観点は、①保護者・児童生徒・教職員一体となっての学
校運営の改善を目指しているか。②教育課程上適切に位置づけ
られ、授業の改善に資するものとなっているかなどであった。
　日教弘教育賞への学校研究の推薦論文は、天龍村立天龍中学
校（学校長　大澤徹）テーマ「村の特産品の収穫から加工まで
協同的に取り組み、村の未来に夢と希望を持つためどのような
関わり方ができるのか、主体的に考え活動に取り組むことがで
きる」と長野市立東北中学校（学校長 湯田博）テーマ「地域
の教育力を高め、生徒の成長を支える地域との協働の創造―東
北中学校０学年三葉組の挑戦！―」が選ばれた。また、個人研
究では、飯山市立常盤小学校（教諭 藤田茂樹）テーマ「東日
本大震災から、自分たちの『ふるさと』常磐について生き方を
学ぶ－常磐地区『昭和58年洪水被害』の学習・調査活動を通し
て－」が選ばれた。
　次に、東京海上日動教育振興基金への学校研究の推薦論文
は、北相木村立北相木小学校（学校長 日向忠久）テーマ「学
びの基盤としての読解力をはぐくむ指導のあり方―北相木小ス
タイルの読解力の実践を通して―」と飯山市立常盤小学校（学
校長　酒井重明）テーマ「小規模校のよさを活かし、常盤地域
と一体となった学校づくり―教職員が主体的に学校づくりを行
う構想・実践・熟議・評価を通して―」が選ばれた。また、個
人研究では、飯田市立松尾小学校（教諭 坂下力）テーマ「地
域の水環境を調べ発信する活動を通して、科学的な目を養い自
己肯定感を高めた小学４年生の事例」と上田市立長小学校（学
校長　竹内秀行）テーマ「上田市小牧山周辺地域の層位学的研
究とその教材化」が選ばれた。

第二次教育研究論文審査会の報告第一次審査について
第一次審査委員長 竹 内 正 俊

（長野県校長教頭組合　執行委員長）
第二次審査委員長 土 井　進

（信州大学教育学部教授）

第一次審査委員
 氏名（敬称略） 所属

委員長 竹内　正俊 長野県校長教頭組合執行委員長
 今井　　誠 長野県教職員組合教文部長
 栁澤　俊文 長野県高等学校教職員組合教文部長
 綿貫　重延 長野ろう学校教諭
 内山　浩一 前須坂高等学校長
 竹内　千春 日本教育公務員弘済会長野支部
  専任幹事

第二次審査委員
 氏名（敬称略） 所属

委員長 土井　　進 信州大学教育学部教授
 中川　弘泰 信濃毎日新聞社ＮＩＥアドバイザー
 北村　　雅 長野県教育委員会教学指導課
  義務教育指導係主任指導主事
 鈴木　詩郎 長野県高等学校校長会
  （須坂高等学校長）
 和田　英夫 特別支援学校校長会
  （長野盲学校長）
 竹内　正俊 長野県校長教頭組合執行委員長
 竹内　千春 日本教育公務員弘済会長野支部
  専任幹事

2013年度教育研究助成事業報告

（鹿取　俊彦）
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学 　 校 　 名 学 　 校 　 名 学 　 校 　 名
 １ 長野市立東北中学校
 ２ 天龍村立天龍中学校
 ３ 飯山市立常盤小学校
 ４ 北相木村立北相木小学校
 ５ 上田市立西小学校
 ６ 屋代高等学校
 ７ 若槻養護学校訪問教育部
 ８ 栄村立秋山小学校
 ９ 野沢温泉村立野沢温泉小学校
 10 野沢温泉村立野沢温泉中学校
 11 飯山市立木島小学校
 12 飯山市立城南中学校
 13 山ノ内町立北小学校
 14 山ノ内町立西小学校
 15 山ノ内町立南小学校
 16 山ノ内町立山ノ内中学校
 17 中野市立中野小学校
 18 中野市立豊井小学校
 19 中野市立長丘小学校
 20 中野市立永田小学校
 21 中野市立科野小学校
 22 中野市立平岡小学校
 23 中野市立南宮中学校
 24 中野市立中野平中学校
 25 高山村立高山中学校
 26 須坂市立仁礼小学校
 27 須坂市立東中学校
 28 飯綱町立牟礼東小学校
 29 長野市立戸隠小学校
 30 長野市立長沼小学校
 31 長野市立古里小学校
 32 長野市立柳原小学校
 33 長野市立吉田小学校
 34 長野市立三輪小学校
 35 長野市立加茂小学校
 36 長野市立南部小学校
 37 長野市立裾花小学校
 38 長野市立安茂里小学校
 39 長野市立松ヶ丘小学校
 40 長野市立篠ノ井西小学校
 41 長野市立松代小学校
 42 長野市立寺尾小学校
 43 長野市立清野小学校
 44 長野市立信田小学校
 45 長野市立七二会小学校
 46 長野市立豊野中学校
 47 長野市立若穂中学校
 48 小川村立小川小学校
 49 千曲市立屋代小学校
 50 坂城町立村上小学校
 51 上田市立神科小学校
 52 上田市立豊殿小学校
 53 上田市立丸子中央小学校
 54 上田市立武石小学校
 55 上田市立城下小学校

 56 上田市立西内小学校
 57 上田市立清明小学校
 58 上田市立傍陽小学校
 59 上田市立塩田西小学校
 60 上田市立真田中学校
 61 青木村立青木小学校
 62 佐久市立中佐都小学校
 63 佐久市立泉小学校
 64 佐久市立岩村田小学校
 65 佐久市立岸野小学校
 66 佐久市立望月小学校
 67 小諸市立坂の上小学校
 68 軽井沢町立軽井沢中部小学校
 69 軽井沢町立軽井沢中学校
 70 立科町立立科中学校
 71 佐久穂町立八千穂中学校
 72 南牧村立南牧南小学校
 73 南相木村立南相木小学校
 74 白馬村立白馬中学校
 75 安曇野市立三郷小学校
 76 安曇野市立三郷中学校
 77 松本市立安曇小学校
 78 松本市立源池小学校
 79 松本市立寿小学校
 80 松本市立筑摩小学校
 81 松本市立山辺小学校
 82 松本市立岡田小学校
 83 松本市立安曇中学校
 84 松本市立会田中学校
 85 松本市立丸ノ内中学校
 86 松本市立波田中学校
 87 松本市立松島中学校
 88 塩尻市立吉田小学校
 89 山形村立山形小学校
 90 組合立鉢盛中学校
 91 富士見町立本郷小学校
 92 岡谷市立上の原小学校
 93 茅野市立金沢小学校
 94 伊那市立西春近北小学校
 95 伊那市立伊那中学校
 96 伊那市立西箕輪中学校
 97 辰野町立川島小学校
 98 中川村立中川西小学校
 99 木曽町立開田中学校
 100 木曽町立日義中学校
 101 飯田市立鼎中学校
 102 飯田市立竜東中学校
 103 飯田市立飯田西中学校
 104 松川町立松川東小学校
 105 高森町立高森中学校
 106 大鹿村立大鹿小学校
 107 大鹿村立大鹿中学校
 108 売木村立売木小学校
 109 長野工業高等学校
 110 長野吉田高等学校戸隠分校

 111 長野西高等学校中条校
 112 屋代南高等学校
 113 丸子修学館高等学校
 114 岩村田高等学校
 115 松本蟻ケ崎高等学校
 116 伊那北高等学校
 117 駒ヶ根工業高等学校
 118 飯山養護学校小学部
 119 飯山養護学校中学部
 120 飯山養護学校寄宿舎
 121 若槻養護学校小学部
 122 若槻養護学校中学部
 123 若槻養護学校高等部
 124 若槻養護学校のぞみ部
 125 長野養護学校小学部
 126 長野養護学校中学部
 127 長野養護学校高等部
 128 長野養護学校寄宿舎
 129 長野養護学校訪問教育
 130 長野ろう学校幼稚部
 131 長野ろう学校小学部
 132 長野ろう学校中学部
 133 長野ろう学校高等部
 134 長野ろう学校寄宿舎
 135 長野盲学校小学部
 136 長野盲学校中学部
 137 長野盲学校寄宿舎
 138 稲荷山養護学校小学部
 139 稲荷山養護学校中学部
 140 稲荷山養護学校高等部
 141 稲荷山養護学校寄宿舎
 142 上田養護学校
 143 小諸養護学校
 144 安曇養護学校小学部
 145 安曇養護学校中学部
 146 寿台養護学校小学部
 147 寿台養護学校中学部
 148 寿台養護学校高等部
 149 寿台養護学校あゆみ部入通
 150 寿台養護学校あゆみ部高等部訪問
 151 松本養護学校小学部
 152 松本養護学校中学部
 153 松本養護学校高等部
 154 松本養護学校信濃学園分室
 155 松本養護学校ひまわり部
 156 松本ろう学校幼稚部
 157 松本ろう学校小学部
 158 松本ろう学校中学部
 159 松本ろう学校高等部
 160 松本ろう学校専攻科
 161 松本ろう学校寄宿舎
 162 学校法人信学会上田南幼稚園
 163 学校法人渋沢学園いずみ幼稚園

2013年度（平成25年度）　学校研究 助成校一覧 No.１～No.７は優秀論文　以下順不同
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2013年度（平成25年度）　個人研究 助成者一覧
（敬称略）

No.１～No.７は優秀論文　以下順不同

学　校　名 名　前学　校　名 名　前 学　校　名 名　前
 １ 飯山市立常盤小学校 藤田　茂樹
 ２ 上田市立長小学校 竹内　秀行
 ３ 飯田市立松尾小学校 坂下　　力
 ４ 小川村立小川中学校 古清水　巌
 ５ 川上第二小学校 菊池　泰弘
 ６ 白馬村立白馬中学校 中條　昭雄
 ７ 屋代南高等学校 堀内　みき
 ８ 栄村立栄小学校 中村　　大
 ９ 飯山市立飯山小学校 德永　吉彦
 10 飯山市立城南中学校 南波　秀治
 11 山ノ内町立南小学校 若林　幸裕
 12 山ノ内町立北小学校 土屋ユカリ
 13 野沢温泉小学校 畔上　由起
 14 野沢温泉小学校 木村　仁志
 15 中野市立高丘小学校 池田　昭子
 16 中野市立高丘小学校 吉岡　恵美
 17 中野市立科野小学校 武田　彰子
 18 中野市立倭小学校 松井真由美
 19 中野市立豊井小学校 宮澤沙也香
 20 中野市立中野小学校 山田　智子
 21 野沢温泉中学校 吉村　秀平
 22 中野市立南宮中学校 宮沢　和紀
 23 中野市立豊田中学校 武田　雄一
 24 須坂市立日滝小学校 鎌野登美子
 25 須坂市立旭ヶ丘小学校 越　絵利香
 26 髙山村立髙山中学校 新井　孝之
 27 髙山村立髙山中学校 松山　由美
 28 小川村立小川小学校 澤田　房子
 29 長野市立芹田小学校 山﨑　幸子
 30 長野市立朝陽小学校 新井　清規
 31 長野市立共和小学校 宮尾　紀久
 32 長野市立松代小学校 林　　康成
 33 長野市立松代小学校 田澤　　愛
 34 長野市立昭和小学校 峯村　　侑
 35 長野市立三本柳小学校 清水　恒善
 36 長野市立七二会小学校 鈴木美江子
 37 長野市立信田小学校 折橋　善文
 38 長野市立戸隠小学校 堀川　英樹
 39 長野市立櫻ヶ丘中学校 山田　敏彦
 40 長野市立裾花中学校 駒込　恵里
 41 長野市立三陽中学校 竹内　隆宏
 42 篠ノ井東中学校 大久保元規
 43 長野市立鬼無里中学校 宮澤　朝子
 44 長野市立鬼無里中学校 水井　美穂
 45 千曲市立治田小学校 中澤　栄治
 46 千曲市立更埴西中学校 市川真知子
 47 千曲市立更埴西中学校 千原　　厚
 48 上田市立東塩田小学校 高橋　信也
 49 上田市立神科小学校 杉本　宗保

 50 長和町立和田中学校 永田　光秀
 51 青木村立青木中学校 畑田　和政
 52 上田市立第三中学校 中村　明子
 53 上田市立第五中学校 小池　心吾
 54 上田市立第六中学校 田中　祐貴
 55 川上第二小学校 唐澤　尚徳
 56 佐久市立野沢小学校 佐藤　春夫
 57 佐久市立岸野小学校 栗岩　　洲
 58 佐久市立岸野小学校 小林奈美子
 59 小諸市立東小学校 中山　厚志
 60 佐久市立中佐都小学校 畠山竜太郎
 61 佐久市立浅科小学校 山岸東志子
 62 佐久市立望月小学校 遠山　浩章
 63 軽井沢西部小学校 田中　　亮
 64 立科町立立科小学校 土屋　雅史
 65 川上村立川上中学校 楜澤　孝樹
 66 小海中学校 洞口　　淳
 67 佐久中学校 下條　　将
 68 佐久市立臼田中学校 土屋　武史
 69 佐久市立東中学校 中澤　　寛
 70 佐久市立東中学校 春日　健一
 71 佐久市立浅科中学校 林田　聡子
 72 小諸市立小諸東中学校 天野孝太郎
 73 軽井沢中学校 折橋　晃美
 74 軽井沢中学校 秋山　　極
 75 軽井沢中学校 横山　寧恵
 76 立科町立立科中学校 佐藤　修二
 77 立科町立立科中学校 金井友紀代
 78 小谷村立小谷小学校 小山　正博
 79 大町市立大町西小学校 佐原　美佳
 80 白馬村立白馬中学校 古澤　三敏
 81 白馬村立白馬中学校 小宮山恵子
 82 筑北中学校 阿部　考彰
 83 豊科北小学校 太田　寿久
 84 松本市立源池小学校 小室　邦夫
 85 松本市立鎌田小学校 久保田　智
 86 松本市立波田小学校 村山　茂樹
 87 王滝村立王滝中学校 石橋　静香
 88 辰野東小学校 山中　礼子
 89 伊那小学校 三ツ井直美
 90 伊那小学校 住江　好美
 91 伊那東小学校 川尻　年輝
 92 西春近南小学校 袖山　秀明
 93 東春近小学校 杉岡　典子
 94 赤穂小学校 田畑　正和
 95 中川村立中川東小学校 袖山　貴子
 96 伊那市立東部中学校 氣賀澤重夫
 97 中川村立中川中学校 倉掛　義則
 98 岡谷市立小井川小学校 林　　尚之

 99 茅野市立金沢小学校 山科　美里
 100 茅野市立長峰中学校 福島　佳之
 101 喬木第二小学校 手塚　俊尚
 102 豊丘南小学校 林　　宏美
 103 飯田市立龍江小学校 西村　　昇
 104 飯田市立千代小学校 河西　敏夫
 105 高森町立高森中学校 田口　　治
 106 阿南第二中学校 林　　綾美
 107 天龍中学校 飯田　　純
 108 天龍中学校 梨本絵理香
 109 喬木中学校 片山　義子
 110 長野高等学校 仲田　直史
 111 長野高等学校 倉澤　佐智
 112 長野工業高等学校 原　　史彦
 113 屋代南高等学校 寺島　　徹
 114 臼田高等学校 山下　昌秀
 115 軽井沢高等学校 田澤　直人
 116 松本県ヶ丘高等学校 塩原　　浩
 117 松本県ヶ丘高等学校 丸山　文男
 118 エクセラン高等学校 小林　　努
 119 エクセラン高等学校 竹内　久代
 120 木曽青峰高等学校 神田　一孝
 121 白馬高等学校 犬飼　健一
 122 上伊那農業高等学校 鳥山　　進
 123 駒ヶ根工業高等学校 岩下　茂美
 124 飯田OIDE長姫高等学校 髙田　直人
 125 長野養護学校・寄宿舎 山口由香里
 126 若槻養護学校 横山美智子
 127 稲荷山養護学校高等部更級分教室
   下﨑　　聖
 128 上田養護学校 森泉　裕之
 129 小諸養護学校 小田中　稔
 130 小諸養護学校 篠原　靖昌
 131 小諸養護学校・小学部 山岡小百合
 132 松本養護学校・寄宿舎 濱　　秀郎
 133 松本養護学校・寄宿舎 桃井　　保
 134 松本養護学校・寄宿舎 金子亜由美
 135 松本養護学校・寄宿舎 松橋　拓三
 136 松本ろう学校 塩原　千春
 137 木曽養護学校・高等部 水野多恵子
138 木曽養護学校・小学部 林　　克也
 139 安曇養護学校・寄宿舎 中沢　啓泰
 140 安曇養護学校・寄宿舎 山口　仁一
 141 安曇養護学校・寄宿舎 望月佐知子
 142 朝日メンテナンス工業㈱ 福重　和義
 143 佐久南幼稚園 片桐　一男
 144 長野工業高等専門学校 長坂　明彦
 145 長野県短期大学 二本松泰子
 146 長野県立歴史館 市川　正夫
 147 戸隠地質化石博物館 古賀　和人
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事業Ａ　フォーエバーヤング2014
歌とトーク満載のフォーク・コンサート

出演：太田裕美　紙ふうせん　マイク眞木

①日時・会場…2014年６月15日(日）　16：30開演　メセナホール（須坂市）

②料　　金……全席指定5,000円（自己負担2,000円）

③優待人数……50名

事業Ｂ　スロヴェニアマリボール国立歌劇場
オペラ「カルメン」
①日時・会場…2014年６月24日(火）　18：30開演　長野県伊那文化会館（伊那市）

②料　　金……ＳＳ席12,000円（自己負担5,000円）

③優待人数……80名

教 育 文 化 事 業 公 演 のお知らせ
2014年度も、様々なジャンルの公演を予定しています。
今後の追加公演は「教弘だより」にて随時お知らせします。

表紙写真（学校紹介） 信濃町立信濃小中学校
　信濃町立信濃小中学校は、130余年の歴史をも
つ５小学校（古間、柏原、富士里、野尻湖、古
海）と１中学校（信濃）が統合し、上水内郡信濃
町唯一の学校として平成24年度に開校した小中一
貫教育校です。この４月、小学生398名、中学生
223名、計622名で“３年目の学校生活”をスタート
しました。
　北信五岳（東：斑尾、南：飯綱、西：戸隠連峰
と黒姫、北：妙高）に囲まれ、大自然の恵みをい
っぱいに受けている学校です。小４から地元の名
峰登山もしています。冬は、豊富な雪に親しみ、
グラウンドや田んぼコースでクロスカントリース
キーに励んでいます。
　初等部（１～４年生）は45分授業、高等部（５
～９年生）は50分授業の日課で学校生活が営まれ
ています。特に、５年生以上は教科担任制で、小
中学校の先生方が交流しながら授業を行っていま
す。１年から９年の各行事も統合時に精選され充
実してきました。全校児童生徒が参加する活動は
日常的にもありますが、運動会（５月）や文化祭
（９月）は地域の方々をお招きし、とても楽しい
全校行事として位置づいています。小中一貫教育
のよさを更に追究実践し、学びの質を高めた「楽
しい学校」を創造していきたいと思います。
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☆応募方法
必ず往復ハガキにて、ご応募ください。

往信用に①氏名　②郵便番号　③住所　④電話番号　⑤希望事業名（Ａ～Ｅ）　⑥勤務学校名（退職者

は「友の会」と記入）　⑦希望枚数（Ａ～Ｃは２枚以内　Ｄ～Ｅは４枚以内）を記載、返信用宛名面に

ご自身の郵便番号・住所・氏名（様）を記入して、教弘事務局まで郵送して下さい。

※記入漏れがあった場合は、抽選対象外。

※フリクションペン（消せるボールペン）のご使用は避けてください。抽選結果を印刷する際、熱によ

り字が消えてしまい、結果ハガキのお届けができません。

※Ｄ・Ｅは日にちが違いますので、応募時には十分ご注意ください。（当選後の交換は不可）

☆応募締切

事業Ａ～Ｃ：５月16日(金）必着
事業Ｄ～Ｅ：５月30日(金）必着

☆応募先
（公財）日本教育公務員弘済会長野支部事務局
〒380-0836 長野県長野市南県町999-18　不動産会館ビル２Ｆ
※応募者多数の場合は抽選となります。

※当選者は、自己負担金を送金していただきます。（当選ハガキにてご連絡します）

事業Ｃ　ベルリン交響楽団
指揮：リオール・シャンバダール　ピアノ：山本貴志

シューベルト「未完成」　ショパン「ピアノ協奏曲第１番ホ短調」　ベートーヴェン「運命」

①日時・会場…2014年７月１日(火）　19：00開演　ホクト文化ホール（長野市）

②料　　金……Ｓ席9,000円（自己負担4,000円）

③優待人数……80名

事業Ｄ　2014年国立ボリショイサーカス
①日時・会場…2014年７月19日(土）　13：30開演　長野ビッグハット（長野市）

②料　　金……全席指定5,000円（自己負担1,000円）

③優待人数……150名

事業Ｅ　2014年国立ボリショイサーカス
①日時・会場…2014年７月20日(日）　13：30開演　長野ビッグハット（長野市）

②料　　金……全席指定5,000円（自己負担1,000円）

③優待人数……150名



♪よろしくお願いします♪

北澤 克俊
所長

毛利 正行浅品 佳子花倉 樂子 細井　朗

松本 重雄

遠藤 千惠子 鈴木 智恵美清水 美好村石 美佐子

伊藤 輝文

島谷 恵美子

市川 雅則
所長

春日 貴美子 上原 千絵堂腰　学中村 充子竹内 陽子

山﨑　真島田 三男 漆間 紳次
所長

露木 由子 池内 修二 下崎 光子

髙野辺 聖仁
所長

中谷　秀博

勝山 玲子宮下 富士子
所長

佐藤 洋子 工藤 敦史 伊藤 早紀 駒津 アヤ子 松本　徹

栁澤 大志

望月 都子

土屋 美喜子 中曾根 悦子 西山　隆 中曽根　靖 宮川　剛清水 さよ子

松本 道雄
所長

茅野 みづほ 佐藤 ますみ

梅田 恒子小宮山 圭子 田中 則子

山浦 重幸

竹村 光博

油井 大輔 小野澤 惠藏 宮下 忠之 植松　恵田中 臣典春原 圭吾内堀 孝俊 角田 純子

板橋 孝行
所長

下田 栄美 宮津 智恵美内田 智子 小川 文子 栁　　匡 村松 正之 岡野 沙由里坪田 輝美月岡 洋子
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長　野
第一支部

長　野
第三支部

上　田
第一支部

上　田
第二支部

須坂支部

千曲支部

中野支部



共済事業（提携保険事業）提携会社のジブラルタ生命保険㈱長野エリア教弘担当ＬＣ（ライフプラン・コンサル
タント）のご紹介です。教弘事業や教弘保険をご理解いただくため、皆様方の学校・団体にお伺いしています。
ご質問、ご相談などございましたら、お気軽に声をおかけ下さい。訪問の際は、よろしくお願いいたします。

窪寺 さゆり鈴木 みや子 田島 真弓 三澤 麻依 山本 理央 上田 美喜 横前 元美

海老澤 和真
所長

戸田 和俊
所長

伊東 敏隆 比田井 悦夫
所長

赤羽 才恵美 小松　悟 小松 一美 山田 明美 北村 祥江

藤澤 孝行

大須賀 康展
所長

菅野 志保
所長

河野 敏子
所長

田村 義夫内田 大輔 赤羽 たくみ石田　治 丸山 裕輔髙山 創良小西 麻美原　昌弘
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内田 絵利香 鞍垣 年子 青木 希和子 箕輪 多津子 松島 裕子 佐藤 由香子

松　本
第二支部

濵　幸子 小口 弘子 三澤 美惠子 飯坂 実香子 小口 すみ子 矢﨑 美香

諏訪湖
第一支部

諏訪湖
第二支部

梅村 雅子安田 圭介浜島 日出子

松　本
第四支部 飯田支部

木ノ嶌 好江赤羽目 智子 澤田 和佳 小池 晴美 今村 博美 木下 早苗

伊那支部

松　本
第一支部

北原 喜久子山本 理絵 桐越 陽子 原口 美和 北島 百合子 中村 拓真秋山 慎次
所長
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新任校長・新任教頭の皆様、
ご昇任おめでとうございます。
新任校長・新任教頭の皆様、
ご昇任おめでとうございます。

新採用の教職員の皆様、
ご着任おめでとうございます。
新採用の教職員の皆様、
ご着任おめでとうございます。

当会では、ご昇任、ご着任のお
祝いとしまして「印鑑付ボール
ペン」を贈呈しています。共済
事業（提携保険事業）提携会社
ジブラルタ生命保険㈱ＬＣ（ラ
イフプラン・コンサルタント）
が順次お届けに伺います。是非
ご利用ください。

2014年度教弘担当者をお引受けいただ
き、ありがとうございます。お願いし
たい内容等につきましては、当会参事
が順次学校にお伺いしてご説明させて
いただきますので、よろしくお願いい
たします。ささやかではありますが、
教弘担当者をお引受けいただいたお礼
といたしまして、ボールペンをプレゼ
ントいたします。１年間よろしくお願
いいたします。

新任校長・新任教頭・新採用の
教 職 員 の 皆 様

新任校長・新任教頭・新採用の
教 職 員 の 皆 様

2014年度教弘担当の先生方へ2014年度教弘担当の先生方へ

▲印鑑付ボールペン
　（ボールペンは写真と異なる場合があります。）

教弘担当用ボールペン▲


